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集合論の宇宙「カントール・パラダイス」恒例の大運動会で, 玉入れ競技がおこなわれた. 紅白いず

れも可算無限個の玉が籠に入った. 勝敗の判定は慣例どおり, 数を数えながら玉を籠から取り出す

ことでおこなう. 紅組が

⓿, ❶, ❷, ❸, . . .

の順にすべての玉を取り出すのに合わせて, 白組は

①, ②, ③, ④, . . .

のように玉を取り出していった. 紅組の玉が全部取り出されたあと, 白組の籠には玉⓪が残ってい

る. したがって白組の勝ち. . . ??

いやいや, これでは紅組が納得しない!! もう一度, 判定しなおそう.

紅組は今度は

⓿, ❷, ❹, ❻, . . .

の順に取り出し, 白組はさっきと同様

①, ②, ③, ④, . . .

の順に取り出す. 白組があと一つ玉⓪だけを残す状態になったとき, 紅組は❶,❸,❺,❼,. . .と無限

個の玉を残しているので, 紅組の勝ち. . . ??

このような無限玉入れの議論を集合論の言葉でキチンと語るために超限順序数の理論を紹介し, 無限基数論,

選択公理, 決定公理と数直線上の擬整列関係などへと, 風呂敷を広げていきます. おもに結果の紹介で, むずか

しい定理の証明はしません.

話を楽しむには, 数学科の「集合と位相」という科目で扱う, 全単射, 順序集合, 同値関係などなどについて

の初歩的な知識をもっていることが望ましいです.
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